
【総務費国庫補助金： 2億853万円】
・物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金

〇低所得者世帯支援枠 … 給付金 7万円×2100世帯
〇推奨事業枠 … 施設照明器具のLED化※電気料金高騰による行政区の負担軽減策
（コミュニティホーム、老人憩の家、農村センター等、公民館の合計28施設）

【戸籍住民基本台帳費： 870万円】
・デジタル化推進における氏名の振り仮名に係るシステム改修業務委託料など

【商工振興費： 1000万円】※前年申請の2倍以上で更に増加見込み
・小規模企業等振興資金等信用保証料の補助（上限20万円）

【コミュニティ推進費： 3000万円減額】
・やまびこ館の太陽光発電設備設置工事を次年度へ繰り越す

【消防施設費： 86万円】※国から車両および資機材の無償貸与が決定
・町の負担分である、無線機移設手数料および自動車重量税

【児童措置費： 350万円】※合計5施設
・送迎用バスの安全装置 1台＝17.5万円（国補助）
・通訳や翻訳のICT機器 1台＝15万円（国補助）
・保育室の床や水回り修繕 3施設＝317.5万円（県補助）
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令和５年第４回定例会は、会期 22日間で開催されました。
諮問 １件と単行議案 １１件、補正予算関係 3件および、最終日に追加議案上程された、

単行議案 4件と補正予算関係 1件の計 20件が、いずれも原案通り、異議なし・可決。
陳情 7件を審議し、採択した2件の、国および県に対する意見書を提出しました。

私は一般質問に登壇し、住民目線で皆さんからの「声」を届け、
実現に向けた提案および発言をしました。

歳 入

歳 出

町税 2億3000万円、寄付金 5億900万円、総務費国庫補助金 2億853万円、
繰入金 4億7804万円減額

子どもを安心して育てる
環境整備を進めています

一般会計補正予算 (主なもの)



地域の困りごと、町政に対する ご意見・ご要望などございましたら

お気軽に「たきょう毅くらしの相談」をご活用ください♪

https://takyo-giin-dnwu.com/

※【お願い】町政レポート配布にあたり、氏名および住所の相違や変更がありましたら ご連絡ください。（連絡先：表面/上部記載）

たきょう毅

地域住民がウォーキングにも活用する通勤
路の町道であるが、路面および下草の定期的
な管理・整備など、安全な環境の維持・管理
に苦慮している場所。

確認の結果、複数の路面陥没補修に加え、
経路周辺の下草処理を行政区と課題共有し、
町へ働きかけた。

一般質問①

私の想い
県や国に追従する計画と予算反映が必要である。

「カーボンニュートラル施策の次年度予算反映を」

現 状
エネルギー政策、水素社会、電動車など、
県や国と連携し、行政の取り組みが期待される。

次世代自動車を
移動および電源に活用する

一般質問
公用車の次世代自動車化は、社会環境に最適な比率
の更新、運用効率の向上、充電・充填インフラ整備
の促進、移動型バリアフリートイレへの活用、
省エネ家電購入費補助の拡充など。

回 答

環境経済部長▼導入可能性調査で費用対効果など導入優先順位を明確にし、
第４次幸田町地球温暖化対策実行計画で目標設定。次世代
自動車へは年間２、３台程度で継続的に更新を考える。

企画部長▼車両更新タイミングで、利用頻度等に基づき考えたい。

環境経済部長▼自治体の費用負担がない事業も検討する。水素ステーショ
ンは民間事業者の協力を模索。

公共施設の導入可能性調査を開始する計画が示される

一般質問②

私の想い
共働き世帯の比率は上昇傾向。未来を担う子ども達への、子育てや
教育環境の整備・充実が望まれている。

「教育環境の整備・充実や福祉施策の促進を」

現 状
保育士をはじめとする職員採用に苦慮する背景に、近隣自治体に比べ採用
試験時期が遅いとの声。部活動の地域移行や福祉施策推進など課題が山積。

一般質問
職員採用試験時期の最適化、教育部局以外も関わり活動の地域移行を円滑
に進める取り組み、少ない職員でも運営しやすい公共施設の整備 など。

回 答

総務部長▼令和6年度採用試験は、７月の統一試験の活用も検討したい。

教育長▼部活動の地域移行は、子ども達の活動の受け皿づくりの検討が
必要であり、町民の協力をお願いしたい。

健康福祉部長▼大草広野地区福祉施策推進構想において実現を目指したい。

令和６年度は早い時期も採用試験追加を検討するなど示される

くらしの相談事例 「地域のウォーキングにも使われる
通勤路の安全環境の維持・管理に苦慮」


